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蚕都くらぶ・ま～ゆという上田地域通貨モノ・コト交換制度は､地域で暮らすひとびとがお
互いに助け合って楽しく暮らすための制度です。

私たちは､この地域の豊かな自然やひとびとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と考えます。
その宝を活用することで､より豊かな地域と人間関係を目指しています。

蚕都くらぶ・ま～ゆは､地域通貨を使って人と地域をつなぐシステムです。

❖人と人との新しい関係が生まれます。

❖自分の能力を再発見できます。

❖人が活き活きすることで､地域が元気になります。

わ た し た ち の 願 い



－1－ 

 

 

 

「第 1回交流の場づくりワークショップ」 

プロジェクトリーダー№130ヒデさん  

4月16日に第1回交流の場づくりワークショップを

開催したところ、23人もの方々が参加してくれました。

リンちゃんと事前に相談をしていたとき、6人ぐらい集

まるといいね、と話していたので、嬉しいを飛び越し

て感激でした。参加はできないけれど興味があるの

で、様子を教えてください、というメールも数人の方

から頂いて、みなさんの関心の高さを伺い知ることが

できました。 
 
当日は天気に恵まれ、気持ちよく、ささらの湯の駐

車場から川沿いの散策路を通り、緩い上り坂の農道を周りの景色を眺めながら歩くことができました。ゆっく

り歩いていると普段見落としているものが見えてきて、懐かしさとともに心が落ち着き、上室賀のロケーション

のすばらしさに気付かされました。 
 
まず、昔リンちゃんが暮らしていた家を見学してから、今

暮らしている家の庭へ移動して、どのような交流の場にし

たいかワークショップを行いました。老若男女、色々な想

いや夢が約150個も出ました。これらを整理すると大きなく

くりは次のようになります。①出入りが自由な場所。②寺子

屋のように使いたい。③子どもが遊べる場所。④やりたい

ことをやれる場。⑤料理したり、食べたり、飲んだりしたい。

⑥ゲストハウスのように宿泊できる。⑦周りの環境を生か

す。⑧環境にやさしい家。⑨改修費や維持費。⑩その他。

⑪今後の進め方。 
 
今後の進め方では、いつオープンするかを先に決めて、そのために今何をしたらいいか考えるバックキャ

スティングの手法で、とにかく来年春のオープンを目指すことになりました。このときに100％完成していなく

てもいいのです。雨と風をしのげれば、後はかまどやロケット・ストーブなどのワークショップをやりながら環境

を整えていけばいいのです。スタートしたばかりで、乗り越えなければいけない壁はいくつもありますが、夢

がしぼんでしまわないように、みなさんの知恵と力をお借りして、楽しみながらできたらいいなと考えています

ので、よろしくお願いします。 
 

「第２回交流の場づくりワークショップ」 

第 2回交流の場づくりワークショップに参加してくださったみなさん、お疲れ様でした。 

交流の場は様々なワークショップを積み重ねて、つ

くっていくことを話し合いました。 

提案されたワークショップは、次のようなものです。 

バイオトイレ バイオトイレで使用したペール缶を

洗うための雨水貯留システム ロケットストーブ 

かまどかアースオーブン 生活排水浄化システム 

土間づくり 床板張り 壁塗り 屋根葺き 

井戸を利用するための手押しポンプ 井戸水がそ

のまま飲料水として使えなかった場合の浄水システム 

テーブルと椅子づくり 
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昨年２０年近く空き家になっていた家の片づけをしました。

少し手を加えれば使えそうなので、近所を見回しても子供も

少なく、家でテレビやゲームばかり見ている子供も多く、一

人暮らしのお年寄も家に閉じこもりがちなので「たまり場」

「遊び場」でも作ればと思っていました｡

数年ま～ゆを休会していた私が半年ほど前に復帰したとこ

ろ、持続可能な地域づくり、助け合う暮らしの中に交流の場

づくり、遊び場づくり、みんなの家づくりの構想があることを

知りました｡｢私の家を使

ってもらいたい｣と手を

挙げたところ下見に２３名の方が室賀に来てくださり、私もヒデさんも

ビックリしました。川があり、竹林もあり静かで景色もよく、温泉施設の

“ささらの湯„ にも近いなど沢山の意見を出していただき、(湧き水が湧

いているところも近くにあります。)みんなの家づくりがスタートしました。

皆さんの知恵とパワーで室賀に一つの拠点が出来、地域の方とも交

流できる場にしていただければと思っております。

№188 リンちゃんこと林修一郎

<ま～ゆのお好み演芸花見会に参加しました>
ま～ゆに入って 5 年半だと

いうのに、お花見に参加したの

は初めてです。

図書館の駐車場から「桜はど

こかな？」と探しましたが、見

当たりません。公園に入ってい

くと花は終わっているけど大きな桜の木の下でみなさん

おられました。

用意してくださったお団子といつものみなさんのおい

レード。

そして、マジック、腹話術、三味線と民謡、絵本の読

ーモニカの余興のオンパレード。

わたしは特にミー

口上（ういろう売り

した。

こんなあったかい

全国さがしてもなか

う。

楽しいことを持ち

しむ、その人らしく

を増やしてくれるよ

は測れない温かいお

時間が来たらさっ

のも気持ちよかった
4 月 14 日

が丸く座って

しい物オンパ

み聞かせ、ハ

すけさんの

）に感動しま

お花見、日本

なかなさそ

寄ってたの

その場に笑顔

うな、お金で

花見でした。

と終了する

です。

№226 のだま
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５月10日

✤ＤＶＤ「ザ・ピープルズ・スーパーマーケット」を観て 感想をシェアしました｡ 

ま～ゆのこれからに､指針を示されたような魅力いっぱいのお店です｡

✤今月の｢ハッピーバースデイ｣は､グーンと若返って

（なんと）あきちゃんが二人｡

しかも､そのうちのひとりは 入会ほやほやの「あじ

め」ちゃんです｡味のある女＝あじめだそうです｡

「何回目のお誕生ですか？」の問いに「事務所に聞

いてください」の味のある答えが返ってきました｡

✤ま～ゆ交流の場づくりワークショップの模様を、ま～

ゆみんなの家プロジェクト・リーダーのヒデさんから

紹介してもらいました｡

✤今回名古屋市から｢ま～ゆ市を見学したい｣と“ささしまサポートセンターボランティア„ の３名が訪れ紹

介されました｡

大雑把に言うと、こんな内容です｡

年会費は４０００円で、品物が１割引

きで買える。

会員が月に４時間くお店の手伝いを

する。その分の費用が良い商品の

仕入れにまわせる。

お店の運営は月１回の全会でま

とまるまで話して決める。

５月10日にお世話になりました保

利です。

お話を聞かせていただき、ま～ゆ市

を見学させていただき、本当にありが

とうございました。

たいへんそうなプロジェクトも、自

然体で楽しみながらやっていらっし

ゃるご様子、いいな、すてきだなと思

いました。

世話人の皆さま方のいきいきとし

た表情が心に残っています。

今回学んだことを今後の活動に生

かしていきたいと思います。本当にあ

りがとうございました。

保利留美子

都市･建築工房 №130ヒデさん(竹内秀夫)

●トラブルの多いリフォームだからこそ

お任せください

●家のことなら何でもお気軽にご相談ください

●消費税分「ま～ゆ」が使えます

上田市御所274

℡28-7532 fax 28-8190
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ま～ゆ寺子屋

zukuzukuさんありがとう

針仕事は、何十年ぶりでしょうか？ま～ゆメールの配信を

見て、参加しました。

第１回目は農作業用の帽子を教えていただきました

参加者は私を含めて４人でした。

小学校の時の家庭科の授業のようでした。ミシンも久しぶ

りで、直線縫いなのに緊張しました。日本手ぬぐいを使って

の、帽子でした｡軽くて、涼しくて、農作業に愛用しています。

第２･３回はリバーシブルのチューリップハットに挑戦し

ました。型紙は一人ひとりに先生が作ってきてくれて､それぞ

れが気に入った布で型紙を当てて裁断し､６枚を２組縫い、完

成しました。出来上がるまでには、とても大変でした。先生

のミシンをお借りして、縫っていたのですが、縫い手が悪い

のか、ミシンの調子を悪くしてしまい、難しい所は助けてい

ただきました。柔らかな布で作ったのでお洗濯もきいて、か

ぶりやすいです。４回目はなんと、バッグに決まりました。

優しい先生がついていてくれるので、怖いもの知らずの生徒

達です。おしゃべりしながら、楽しいひと時が持ててうれし

いです。

№141 まるちゃん

ま～ゆの皆さんありがとう

３月２７日～２９日まで仙台市若林区の日本キ

リスト教会支援センター（エマオ仙台）に農地復

興支援ボランティアとして訪問しました。

その際、石巻市拠点（エマオ石巻）でゲーム

用品や手芸用品を求めていましたので、ま～

ゆの皆様から出していただいた品物４ケースを

仙台拠点に届けておきました。

４月１４日のお花見ま～ゆ市で簡単な報告を

いたしましたが、ご協力いただいた皆様に再度

お礼申し上げます、ありがとうございました。右

は礼状です｡

№183ふかちゃん

4月17日･5月10日･5月

20日の３回、布と糸と針

(ミシンも)で身近で役に

立って､しかもかっこい

い小物作りをzukuzuku
さんに教えていただきま

した｡

↑ できたよー ぼけ帽子が ！
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春 風 ５月 26 日
昨年に続いて２回目のサイクリング

最近、体力に自信がなく、自

宅の急な階段は手をついてのぼ

り、駅の長い階段は回避してエレ

ベーターをさがします。自転車は、

ちょっと古いけど電動機付き。で

もこがないと進まない（当たり

前！）。こんな私でも大丈夫かな

あと、やや不安ながらも、なんとか

なるさ、と持ち前の楽観思考で参

加しました。

道々、少しでもしんどかったら、

電動機のスイッチを入れるという、

日ごろの節電意識はどこへ行っ

たかというだらしなさ。

青木村へ行くというので、１４３号を通るようなイメージ

をもってましたが、初めて通る道ばかりで、こんなとこに

住むのもいいなと景色を楽しみながらの道中でした。

そして、お昼を食べた太子山公園から沓掛温泉まで

は、途中に日陰もない、だらだらと長い長い上り坂。

とにかく行くっきゃない、と腹をくくりました。足を斜め

前ではなく、地面に垂直に下におろして、「踏む」感じに

こぐと、スピードは出ないけど、わりと楽だということを発

見！がんばって、べそをかかずに温泉到着！

やっと、寿限無に帰ってきました。ところがあの坂自転

車を押してのぼることができず、坂の途中に停めておけ

ばいいやと思いましたが、ネコさんが軽々と押してのぼ

ってくださいました。バッテリー切れも心配でしたが、家まであと２㎞ほどになって、チカチカ点滅が始まり、

ぎりぎりセーフ！でした。

（たぶん）一番年少者のくせに一番軟弱だった私。情けないです。皆さんのさりげないサポートがうれし

くて、素直に甘えさせていただきました。感謝です。おかげで完走できました。それにしても、（たぶん）一

番年長の仙ちゃんの健脚ぶりにはビックリ！！

最後に、ネコさん、ありがとうございました。とても楽しかったです。また来年も（お手柔らかに）企画してく

ださいね。 №136にゃんこ先生

サイクリングはケツが痛いよ！！
若者７名、予定通り9時に寿限無を出発。途中で1名合

流。

ま～ゆ秋和菜園で美人が手を振り見送ってくれ、先ずは幸

先の良いスタート。

ちょっと暑いかなと心配したが、自転車を漕
こ

ぎ出すと気持ち

良い風でルンルン気分。

車窓から見るのとは違うのは当然としても、目線の関係か散

策しながらの景色とも大部違い、上田大橋の上から見る千曲

川の趣は最高です。浦野川沿いの細い道もサイクリング専用

道路と名付けても良いくらい素晴らしい。

さまざまな自転車で 元気に出発
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ネコさんの周到な準備計画が感じられる快適な行程。何度か散策した北国街道とは

趣が違うが今回の東山道も改めて散策をしたい気分です。

途中休める場所が少なく、頑張って漕ぎつづけたので、予定より大部早く青木の太子

山公園に到着。健脚ぞろいとおだてられ悪い気はしないが、そこで早めの昼食と十分

な休息をとりました。

昼食後は緩いが長い上り坂、そして最後に急な上り坂です。ここまで人力だけで頑張って来

ましたが、いよいよ電動アシストの効果を発揮する場面です。沓掛温泉でぬるい温泉にゆっく

りつかり、疲れを取り帰路につきました。帰りはほぼ下り坂ですが、総距離40㎞前後のサイクリ

ングは久しぶりの身体には結構きついものでした。特に途中からケツが痛くて困りました。自

力走行に努めたのでバッテリーはほとんど使わずに済みました。ママチャリの皆さんお疲れ

様でした。

寿限無で解散後、高低差100ｍの登り、約12㎞の自宅までが最後の難関です。普段は半分

くらい自力走行していますが、今日は電動アシストに全面依存し無事帰着しました。そのあと

愛犬三匹と散歩しましたが、いつもの半分の30分で勘弁してもらい、筋肉痛を心配しながら

早めに就寝しました。今のところ筋肉痛も起こらずほっとしています。

№147 かっとまん

ま～ゆ “ＭＹ米
ま い ま い

プロジェクト„が 6 月から始まります。

お米を作る人と食べる人を信頼の輪で結び、

地域でのお米づくりを支え合う顔の見える関

係をつくりたいとの想いで始めることにしま

した。

私たちの主食であるお米は、長い年月をかけ

て日々改良を重ねながらつくり続けられてき

ました。お米を毎年作り続けても連作障害が起

こらないのは水田だからだそうです。

その水田は緑のダムともいわれるほど保水

力があり、水環境を守るのにも一役買ってきま

した。また（農薬や化学肥料の多用を極力抑え

ることで）小さな虫たちの世界が広がり、多様

で豊かな生態系も育まれてきました。

しかし、近年 食の多様化によって、お米の

消費が年々減少傾向にあるようです。

地域の豊かな水田を次の世代に引き継いで

いけるように、一歩一歩小さなことから進めま

しょう。

そしてお金も地域内で循環させたいですね。

（できたらま～ゆ内で）

★ま～ゆＭＹ米ＰＴは、いつでも参加可能です。
興味のある方は申し込んでください。

＊ 白米、玄米どちらも 1 ㎏ 300 円＋20 ま～ゆです。

５ｋｇ袋と１０ｋｇ袋があります。

＊ 代金は半年分前納制です。

そして、ここがま～ゆのま～ゆらしいところ～

＊年２回ほど農作業のお手伝いをします。

（強制ではありませんが稲刈り後のはぜかけ等）

＊労働にはま～ゆが支払われます。

できることをしあって、つながりを深めていきましょう。

ま～ゆＭＹ米ＰＴ申込み＆問い合わせ：安井啓子（ケイちゃん）

TEL/FAX＝0268－27－3186 メール：meili@ued.janis.or.jp



№136 にゃんこ先生
■好きなカフェは幾つもありますが、いちおしは、別所エスプレッソ。大湯近くの小さいレトロなお

店です。

マグカップでたっぷり飲めるオリジナルブレンド珈琲は５種類。

古いレコード盤で流れるジャズ、みすゞ飴の看板｡

ひとりで行って、マスターと呼ぶにはちょっと若い気がする

店長とぽつりぽつり話すのもよし。

友達と行ったら、心が自然に開いて、普段はしない話をし

てもっと近しくなれる、そんなお店です。

ある時、ふと想像してわくわくしました。雪の降る夕方、白

熱灯の下でグラスを磨きながらひとりで客を待つ店長…道

からガラス越しに撮影すれば、さながら映画の１シーン！

このカフェ、午後２時からの営業とかで、フツーではないので、やっているか電話で確認してから

行くほうが無難です。

■ついでにお勧めの蕎麦屋は、「もみぢ屋」です。地味なお店ですが、ここの田舎蕎麦は、月に２

回は食べたくなります。

イタリア料理店は断然「ミオポスト」。イタリアンっぽくない外観で損をしていますが、味もボリューム

もいうことなしです。

■それから、リカーランド現金屋も大好きなお店。

酒屋さんですが、オーサワなどの自然食品コーナーがとても充実していて、お取り寄せもしてくれ

るそうです。

スタッフの皆さんの応対もいつも気持ちよく、そしてそれぞれがお店をよくしようとしているのが、随

所にうかがえます。

トイレの貼紙も一見の価値あり、なので、用がなくても入ってみてください。

実はここの奥さまとはお友達。彼女はま～ゆ会員でもあります。でもだからといってほめているわ

けでは決してないですよ。

行くと、少し元気になれるお店です。

№307 りつこ
そば「更級」

上田駅温泉口の、住宅街の中にあります。昔からやってい

るようで、いつも作業服姿の常連さんがカウンターに座ってい

ます。おいしい！盛りはよくしかも多すぎず、家の茶の間のよ

うな座敷で落ち着いて食べるこのそば屋がわたしは大好きで

す。県外から友達が来るとよく連れて行きますがおじさんお

ばさんが楽しそうにそばを作ってくれるのをすぐそばで見られ

るのも面白いようです。

お店の場所は説明が難し

くて、上田市そばマップを見

て行くのが一番いいです。わ

たしは土曜日に行くことが多

いです。

－７－



№331

マエキちゃん

コラボ食堂の

コラボ市

新鮮な有機の

野菜や果物、お

豆腐などが手に

入るので気に入っ

ています。

うーん、あまりお

店に行かないの

でなかなかいいと

ころわからないで

す～。むしろみな

さんに教えてほし

いです。

№263あきちゃん
■ヘアメイクスタジオＭＡＲＳ（マーズ）

つながるマーケットに出てもらっていて、それから私も通っています。かなりオススメ★

蒼久保の周りが田んぼのとっても良い場所にあるトレーラーハウスでやってます。マーズは月に何度か

ボランティアで老人ホームに行って散髪サービスしているそうです。そして、つながるマーケットの収益

も利益なしで全額寄付してくれているボランティア精神あふれる素敵な美容室です。老若男女いろん

な人が来ています！

♦大人が散髪中、子供を無料で託児してくれます。 ♦料金がとっても良心的で気に入っています。 

♦スタッフがとても明るくて、行くだけでリフレッシュしてきます。 ♦なんと、前髪カットはいつでも無料サ

ービス！

もし行く場合は、紹介割引あると思うので、私の名前を出して下さいね。

■とらちゃん

中央公民館近くにあります。何屋さんだろ？ラーメンや定食な

どいろいろあります。マスターのおじさん（私の同級生のお父さ

ん）はとってもフレンドリーで明るくて、行くと元気をもらって帰っ

てきます。料金も良心的です。子連れでも気兼ねなくいけるお

店です！

■木の実

海野町の路地を入ったところにある、風情がある入口が目印。

中の雰囲気もとっても素敵で落ち着く場所。本格的なコーヒーが今時１８０円で飲めます！

■ベンガル

木の実の隣にある、本格的なカレー料理屋さん。

私の家にお客さんが来た時など、年に数回特別な時にいきます。最初にコップに入ったみそスープが

でてきます！お料理の後には、奥さんが入れたミルクティー。それがまた美味しい～。私のお勧めは、

「ポークのみそ焼き（1500 円くらい）」。絶品です！何かの記念日に是非一度行ってみてくださいね～

№50 都々平
■㈲イージーコンプ

ま～ゆ会員「ひらりん」が経営に参画している､パソコンに関することは何でも

来い！の会社です｡

過去に幾度となくご厄介になっていますが､こちらの稚拙なトラブルの訴えを

解釈して､素早く原因を究明し、直してくれます｡神技と言いたいスピードで｡

ですから(時給制の)料金が格安なのも嬉しいので､絶対お勧めです｡

連絡はひらりんの携帯(090-2661-7994)に

■（資）スカイホース

商品名“エコインク„ に恥じない激安プリンター

インクをネット販売しています｡

｢インク代 20 分の 1｣は､いくらか差し引くとして

もメーカー製インク 10 数本分の補充インクとカ

ートリッジのセットが 1000 円くらいで品質もよ

く、ごみが少なくなるのもメリットです｡

過去数年､いろいろな汎用インク･補充インクを試してたどり着いたのがこれで

す｡会報の印刷にリソグラフを使うまで､これがなかったなら どれほど多額の

印刷費がかかったことでしょうか？

－８－



№305 Qちゃん
＜ほっとする地域の店＞

新田に越してから 15 年、髪のカットやカラーは、近くの「美容スタジオ エーワン」に通

っています。上田バイパス沿いのツタヤのそばにある店です。若い店長夫妻とお母さん

がいて、和やかに話しながら、てきぱきと手を動かし、チームプレーで髪をきれいに仕上

げてくれます。

店で近所の人と一緒になることもよくあります。そんな時は飼っている犬や、新田地区

の催し物の事など、いろんな情報交換するサロンになります。（話しこんでお茶をいただ

いたこともありました。）また以前、私が急に咳こんで苦しかった時、店長の奥さんが飴を

さっと出してくれました。親切が身にしみました。

ハンディがある長女も、ずっとお世話

になっています。娘は食品を扱う仕事

についているため、髪を短めに保って

います。カットに良い顔で出かけ、眉毛

まで格好良く整えてもらって帰ってきま

す。

「エーワン」は、親子ともにほっと一

息させてくれる店、安心して出かけられ

る店です。

№２８７ ジンズー

美術鑑賞が好きで時折上野

に出かけますが、そのあと「伊豆

栄」で食事をするのがお決まり

のコース。不忍池の傍の創業２

６０年の鰻割烹の老舗で、明治

の文豪夏目漱石も度々訪れたと

か。そこで食べる鰻のほろりとし

た柔らかさ、又たれのおいしい

事。最近のニュースでは鰻の稚

魚がますます少なくなっていると

か。これでは、お値段のほうも鰻

登りに？ちょっぴりリッチなひと

時をあじわっていたけれど、美

術館帰りのお楽しみがなくなりそ

う。

ちなみに鰻重には松・竹・梅

があり、梅が最も高く、見栄を張

って中の竹を食べた事もありま

すが、今の私には松の量でもう

充分。上野に行かれた折には

是非食してみてください。

№ 158うえのさん
上田でイタリア料理とな

れば、断然「ミオポスト」がお

すすめです。大手通りの市

役所と反対側にあります。イ

タリア国旗と同じ赤・緑・白

のブラインドを張っているか

らすぐわかるでしょう。

イタリアの静かな地方都市を歩いていると見掛けるようなこじ

んまりした店です。厨房もフロアもご夫婦だけで営んでいる様

子です。出てくるお料理は、目を驚かすような豪華さも飾りも無

いけれど、素っ気無い感じはしません。

充分に美味しくて、いつも満足させてくれます。云ってみれ

ば「誠実」という温い味がしみ込ませてあるかなと思っていま

す。

数年前、小柄なこのご夫婦はイタリア旅行をされると云って

いました。聞いてみはしませんが、大いに勉強することがあっ

たことでしょう。そうかといって、今まで無かったようなイタリアら

しさを付け加えないことがこのお店らしいのです。

亡くなられた小宮山量平さんもご贔屓
ひ い き

だったらしく、お孫さ

んを含めた賑やかなご家族でいらしているのを二三回お見か

けしたことがあります。

－９－
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№273 ヒロコ こと小暮寛子 さん

少女時代のこと
子どもの時にした（させられた？）習い事の中では､ピ

アノが一番好きだったそうです。音楽会に連れて行って

もらったり､ピアノだけでなく､いろいろな楽器を体験する

機会にも恵まれたりして､音楽を楽しむきっかけを与えて

くれた両親には感謝しているそうです。

本も好きで読んでいましたが､読書感想文を書くために

読んだ「ユンボギの日記」という韓国の貧しい少年の実話

や､｢母は枯葉剤を浴びた｣というベトナム戦争の本にも衝

撃を受けたと話されました。

その頃､のんきなテレビ番組の合間に､難民キャンプな

どの映像が時たま流れることがあって､そのギャップにハ

ッとさせられたそうです。今思うと日本はバブルの真只中

でした。こういった時感じた気持ちが後のヒロコさんの生

活に少なからず影響を与えたと思うと話されました。

学生時代
大学は経営学部に入りました。生きるために稼ぐって

どんなことだろう？経済や経営を勉強したら世の中のこと

がもう少し分かるかな？という思いで入りましたが､同級生

には会社の経営者の二世たちが多く､ヒロコさんの思いと

は少し違ったそうです。ですが､一般教

養の授業で､藤原新也という写真家の

「東京漂流」という本（インドで野良犬が

死体を食べている写真等が載っている）

を題材にした授業があったり､今はタレ

ントですが､田嶋陽子さんの授業なども

あって、話のタネに聴講しに行ったそう

です。

3 年生の時に入ったゼミの先生が日

本開発銀行から来た方で､企業の環境

対策についてとか､企業倫理などの講

義を受けました。これからの企業は環境対策抜きにして

は成り立たないというのがおおまかな筋でした。『持続可

能性』や高度経済成長に対して､『ゼロ成長』という言葉を

聞いたのもこのゼミでした。

ＪＡＺＺサークルとバイトと授業をかけもちして忙しい学

生生活でした。

社会人時代
その頃に地下鉄サリン事件､社会人2年目くらいにニュ

ーヨークのテロがあり､それぞれ衝撃を受けました。いつ

かは組織の中でなく､生活と仕事のバランスを取りやすい､

家でできる仕事にシフトしていきたいなと思い､大学を卒

業して一般企業に経理職で入社しましたが､5年程で辞め

ました。

その後服飾の専門学校に入り､縫製工場に就職しまし

た。今はその時の仲間から請け負った仕事を､家で子守り

の合間にしています。またモグさんがサイト運営をしてい

る『リラクオーレ』では裏方業を引き受けているそうです。

モグさんと結婚して小金井市や､(となりのトトロのモデ

ルになった)東村山市に住み､そこでは畑を借りました。

農園主さんはWWOOF(ウーフ)という､お金のやりとりなし

に「食事・宿」と「力・知識・経験」を交換する仕組みを取り

入れている方でした。その方から有機無農薬で野菜作り

を教えてもらったことが新鮮な驚きだったそうです。

山田へ移住
結婚してマンション住まいを５年くらいして､土のある生

活をしたい､東京の経済圏から離れて見えるものがある

のではないか､とインターネットで空き家を探していたら

上田市の山田という所が見つかり引っ越してきました。

近所で自然素材で手を入れてくれる工務店を見つけ

家の改築もしました。山田の人たちも温かく受け入れてく

れて､村の集まりにも出ているそうです。

ヒロコさんの思い
東京で「エンデの遺言」を見ていたので地域通貨のこ

とは知っていたと話されました。ですから引越し後早速ま

～ゆに入会し､そこで亜季ちゃんやあかねちゃんらと知り

合い､地域のことなどを教えてもらいまし

た。特にお産のことについては､知識が

あまりない状態だったので､妊娠中に亜

季ちゃんにいろいろなことを教えてもらっ

てほんとうに助かったそうです。

妊娠してまもなくに東日本大震災が起

こり､原発が煙を吹いている映像を見て､と

てつもないことが起きたと衝撃を受けまし

た。

今は1歳半になる千秋ちゃんがいるの

で無理をしないで興味のあるところからま

～ゆの活動に参加して行きたい。ま～ゆ寺子屋の｢スレイ

ブ｣などの映画も見に行きました。鴨川のバスツアーにも

行きたかったのですが長時間のバスは千秋ちゃんには

かわいそうとあきらめたそうです。

これからはご近所から借りている畑にももっと力を入れ

たいし､薪も集めたい｡｢いつ行ってもにこやかに迎えてく

ださるお二人のいる寿限無があってとてもうれしく思って

います｣と話されました。

みんなが先頭に立つ必要はなく､「そうだね〜」という

人が自分だと分析されました。世の中こうでなければい

けないと決め付けずに流動的に身軽に生きていきたいと

きっぱり言われました。

ヒロコさんはこれからのま～ゆで活躍される世代のお

一人です。

ミーすけ 記
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№114 辛口こと 宮崎省吾

－味噌プロジェクト仕込を終えて－
3月２１日、会場掃除、豆洗いから始まった｢ま～ゆ味噌作り｣も２７日

の会場片づけが済んで終了しました。仕込んだお味噌は秋口にはおいし

く出来上がっていることでしょう。

皆様お疲れ様でした。

豆作りから始まる味噌作りです。今年度の募集は後ほど郵送しますので

皆様参加してください。 ミーすけ

これは翌３月２８日朝７時９分に味噌プロジェクト

リーダーのミーすけさんが、ま～ゆ全員に（味噌

作りに参加した人にだけにではなく）送ったメー

ルの全文です。味噌作りが成功のうちに終りを迎

えた喜びにあふれています。さぞホッとなされた

ことでしょう。ミーすけさんこそお疲れ様でした。

振り返れば去年の６月２３日の豆まきから始まっ

た味噌作りに、私は（お恥ずかしい話ながら）初め

てほぼ全ての工程に参加しました。そして最後の

仕込みに参加した時、1,500 円の現金（円でです

ぞ、ま～ゆなどではありません）をもらいました。

人によって申込量、作業時間やま～ゆの労賃が

異なりますので一概には言えませんが、私の場合

でいえば次のようになります。最初に経費として

いくらか現金を出したかもしれませんが、私の申

込量は５kgでしたから今年の場合でいえば100円

です。差し引き1,400円の丸儲けです。しかも６kg

（申込５kg＋おまけ１kg）の市価キロ当たり2,000円

はする味噌つきです。合計すると 13,400 円の収

入です。仕込みを含めて私の総労働時間は多め

に見ても10時間程度ですから時給1,340円という

ことになります。逆にいえば時給 1,340 円（＝

1,340 ま～ゆ）をもらいながら（出しながらではあり

ませんぞ）10時間働けば、時価2,000円の美味し

い手作り味噌６kg がタダでもらえるということなの

です。

味噌プロジェクトの計算式は非常に上手くでき

ていて（ノーベル賞ものであることは前に『会報50

号2009年11月/円で泣いてもま～ゆで笑え』で書

きましたのでここでは省きますが）、要するに円総

支払額 154,850 円（原価）に対して味噌の総生産

額は（実生産額 645kgX2,000 円として）1,290,000

円になり、付加価値額は1,135,150円になります。総延

参加人数は318人（実数は48人）に達し、大雑把にい

えば一人一回当たりの付加価値額は3,570円です。総

勢 200 人足らずのま～ゆとしてはかなり大規模なプロ

ジェクトと言わなければなりません。

しかし味噌プロジェクトの良さは、規模の大きさや付

加価値の大きさではありません。むしろ参加人員や生

産高の増加は抑えられていて、「大きくなること」を実務

的にも意識的にも目指していないところに注目したい

のです。「小さくすること」に「大きな」意味があるので

す。

「小さく」したものにはいろいろなものがあります。ま

ず味噌の生産（者）と消費（者）の距離が零か殆んど零

になります。また豆の品種の選定から、豆まき、草取り、

収穫・脱穀、仕込み・・・と続く一貫生産に全員が参加

する仕組みです。これは一つのものを作る時の生産体

制の問題です。「分業」とか「分担」とか、または「ベルト

コンベア」式の自分のやる部分が同じことの繰返しとは

異なり、全員が同じ仕事をする「作業の共同性」が可能

な限り維持されています。リーダーと言っても、それは

「同等者中の第一人者」であって、「命令と報告」社会

のような上下関係はありません。一回の仕込みの人数

が十数人に絞られ（小型分散化）、作業の共同性やコミ

ュニケーションの密度が濃くなるのも「大きな」特長で

す。賑やかなグループもあればおとなしいグループも

ありで、一人一人の居場所と出番の面目躍如です。こ

れも生産単位が「小さく」ないと不可能です。生産の大

規模化・巨大化が良いことであり、出荷高・売上高の増

加が経済成長であり、それらが個人の生活を豊かにす

るものだとする体制はよくありませんし、かつ嘘である

ことは最近の私たちの生活を見れば明らかです。

味噌プロジェクトは 2 年前から一人或いは一家に最

高20kgという上限を設けました。同時に「仕込み」への

参加を義務づけました。この二つの変更はひじょうに

重要な意味を持っていると思います。50号にも書きま
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したが、味噌プロジェクトには「働かざる者食うべ

からず」と「（時間的余裕も含めての）能力に応じ

て働き、必要に応じて取る」という原則があります。

いくら円を持っていても、いくらま～ゆを持ってい

ても、それだけではま～ゆの味噌を手に入れる

（買う）ことは出来ません。味噌プロジェクトに参加

しなければならないのです。仕込みは味噌作りの

中枢であり、参加の義務化はその意味で当然だと

思います。日程的にも土日を含む四日間が設定

されており、なんとかやり繰り出来るようになって

います。一方 20kg の上限設定は、自消（＝自家

消費）を大幅に超える申し込みを制限する意味が

あります。「必要に応じて取る」ことの実施です。常

識的に一家で年20kgを超す味噌を使うことはあり

得ませんから、例えば40kgを申し込むことは、「必

要」の範囲を超えてしまいます。悪く解釈すれば、

「転売」して儲けることができる量です。ですからこ

の二つの条件は、「自分の食べるものはできるだ

け自分で作る」、「自分に必要な分だけ取る」ため

の「制限」或いは「申し合わせ」と言えましょう。

しかしこのことは新しい問題を含んでいるともい

えます。それはやむを得ない事情で仕込みに参

加できない人をどうするか、また自分にはどうして

も 40kg の味噌が必要だという人がいたらどうする

か、という問題です。現在のところ、後者は具体的

な問題になっていませんが、前者に当てはまる人

が複数いて、今年からどうするかが問題になって

いるようです。いまのところ、或る工程を誰か他の

参加者に代わってもらう案が有力なようで、私もそ

れがいいとは思います。しかしこの案の善し悪し

自体よりも大事なのは、こうした「制限」の作られ方

とそれが無理な人への対応（処分ではありませ

ん）の仕方です。

ご存じのように、味噌プロジェクトが始まったとき

にはこの種の「制限」（約束とか法とか掟とか言っ

てもいいのですが）は全くありませんでした。それ

が参加希望者や申込量の増加によって必要にな

り、その必要性に応じる限りでの最小限のものに

なっている点にまず注目しなければなりません。

また参加や配分そのものを断ることも全く考えられ

ていません。この点も非常に大事だと思います。

これは味噌プロジェクトに参加して自作の味噌

を食べたいけれど、事情で部分的に或いは全面

的に参加できない（アレルギーや高齢を含む広

い意味での）障害者の問題にどういうふうに対応

するかという基本的問題なのです。参加の意思が

あり、ま～ゆの味噌が欲しいという「必要」がある

限り、本人の意思と能力（の限界）を尊重して、何らか

のそして出来る限りの「居場所と出番」を作り出していく

ことに参加者全員が知恵を絞ることが求められていると

思います。そしてそれを味噌プロジェクトは実践してい

ると私は考えます。

これは大げさに言えば小さな社会（コミュニティー）

における「法体制」（いろいろな制限）の作り方が自産

自消であると同時に、障害者や弱者（この言葉も差別

につながり易いので出来れば使いたくないのですが）

を含む社会の小型化による「助け合い・支援・介護体

制」の自産自消なのです。この場合の自消は自己消化

（＝チームメートが納得すること）と考えればいいのだ

と思います。

結論的にいえば、味噌プロジ

ェクトは生産の小型化

によって「自分の食べる

ものは出来るだけ自分

で作る」、「能力に応じ

て働き、必要に応じて

取る」体制だと思います。

ま～ゆの味噌は売ることも買うことも出来ない、文字通

りの自産自消物なのです。

以上、今回は味噌プロジェクトをまな板にのせ、蚕

都くらぶ・ま～ゆの正体を私なりに表現（＝理論化）し

てみました。味噌プロジェクトに限らず、ま～ゆの諸活

動は実に豊かな内容を持っています。味噌プロジェク

トだけを取っても、今回で触れられたのはごくわずか

です。リーダーシップ、合意形成のプロセス、実務の

構成方法などなど、取り残したテーマは山積みです。

私はいかなる意味でも、学者や研究者や専門家や

書き手ではありません。単なる商人でした。しかし今の

専門化社会、複雑化社会には強い不満を持っていま

す。もっと素人が素人として大手を振って暮らしていけ

るようになるべきだと思ってきました。そんな気持ちが

背景にあって、素人そのもの或いは素人の多面的豊

かさそのものをそのまま表現する可能性を追求してみ

ようと思うようになってきました。

無謀であることは分かっていますが、若し編集会議

と読者の許可が得られれば、内容豊かなま～ゆのさま

ざまな活動をさまざまな角度から理論化してみたいと

思っています。毎号（隔月）発表出来るように努力する

とともにいろいろな方に取材にも伺いたいと思ってい

ます。今回は都々平・ミーすけ夫妻にこころよく取材に

応じていただきました。有難うございました。
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